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Abstract
 This study examines whether the overemployment in the Chinese agricultural 
sector has disappeared and the rural labor market in China has passed the Lewisian 
Turning Point.  Although such a question is still discussed in many previous studies, so 
far there has yet to be the consensus.  Here the data use in this study is the time series 
data of wheat, maize, paddy, and bean for estimating E-S production function.  By using 
such estimates of the production function, we measure the rates of the overemployment. 
One of the contributions in this study is to compare the rates by each crops, not 
regions.  As a result, although some recent studies showed some provinces entered into 
the phase beyond the turning point, in the view of comparison among crops whole 
















ルイス（Arthur Lewis）から「ルイス転換点（Lewisian Turning Point）」とも呼ばれ
る1。付加価値が低く過剰労働力を抱えた農業中心社会から高付加価値型の工業社会へと労
働力が移動する過程で、ルイス転換点を超えると過剰労働力が底を突き、農業部門におい
ても賃金上昇が生じることになる。経済学的には賃金 w は労働の限界生産力（marginal 
product of labor : MPL）と等しい水準で決定されるが、ルイス・モデルでは農業部門の
賃金は MPL と等しい水準ではなく、それよりも低い生存水準（sustainable level : SL）で
決定される。農業部門には大量の労働力が存在し、各労働者の限界生産力は低いが、限界
生産力が低くとも生存を維持しうる水準の賃金は労働力の再生産に不可避であり、この水
準が支払われ、w ＝ MPL は成立せず、w ＝ SL が成立する。この MPL が賃金よりも低
い水準である労働者を過剰労働力と言う。多くの途上国では過剰労働力が広範に存在して
いる。













































　図 1 において、横軸は労働時間、縦軸は農業生産の実質賃金 w であり、この座標軸に
右下がりの労働需要曲線 LD と右上がりの労働供給曲線 LS が示されている。農家家計の
労働供給曲線 LS は途上国農業部門における制度的・文化的な要因のために非常に非弾力




いとすれば、w1 と w2 は次第に均衡していくはずである。
　しかしながら、このような労働調整への制限が存在すれば、w1 と w2 の格差は継続して
いく。競争的な環境下では L1 L2 に相当する労働量は農業部門から他部門へと移転しなけ
ればならないが、図 1 において、L1 L2 に相当する労働量は過剰労働力として農業部門に
滞留する。




























て化学肥料を含めてパラメータを推定して MPL を求めている。その結果、MPL と 1 人
当たり分給額と比較し、過剰労働力が存在しているとした。
　新谷（1998）では 1952 年から 1995 年を対象に資本ストック、労働力、土地を生産要素
とする生産関数から MPL を推定し、1 次産業の賃金率の代理変数と比較し、過剰労働力
の存在を確認している。本台・羅 （1999）は新谷（1998）と同様の分析スタイルから 1987
年から 1996 年において 1 次産業労働力の 61.8％が過剰労働力であると結論づけた。
　そして 2000 年以降を対象としたものとしては、Islum and Yokota （2008）、森脇（2008）、
Minami and Ma （2010）、Ercolani and Wei （2010）、Wang （2010）、 劉（2010）、Inada 
and Yamamoto （2010）、Era and Moriwaki（2013）等がある。




Minami and Ma （2010） は 1990 年 2005 年を対象に MPL を推定し、30 から 80％の過剰労
働力とした。Ercolani and Wei （2010） は農業部門と非農業部門の生産関数を 1996 年から







　しかし、Islum and Yokota （2008）、森脇（2008）、Minami and Ma （2010）、Ercolani 
and Wei （2010）、劉（2010）では労働力のデータとして労働者数を用いている。そのた






































　　　X ＝ AVαSβ （ 1 ）式
　M 関数
　　　X ＝ BKγLδ （ 2 ）式
X は物量ベースの総生産量、A および B は技術水準、V は経常財、S は農地面積、K は
資本ストック、L は労働投入量である。α、β、γ、δ は推定すべきパラメータ。上記（ 1 ）
式を対数変換して、











＋ ei （ 4 ）式
が導かれ、この（ 4 ）式を BC 関数として推定する。
　M 過程については、（ 2 ）式を対数変換し、







 ＝ ln 
Bi
Li
 ＋γ ln 
Ki
Li
 ＋ ei （ 6 ）式
が導かれ、この（ 6 ）式を M 関数として推定し、
　　　δ ＝ 1－γ （ 7 ）式
よりもとめる。
　つぎに、生産物価格を p、生産額を Q、賃金率を w、経常財の価格を v とすると、総生
産額 Q ＝ pX より、利潤πは以下のようになる。














































































 5 畝（ムー）は中国の面積の単位である。1 畝は約 6.67 アールであり、15 畝で約 1 ヘクタールとなる。









　上記の通り、小麦・とうもろこし・大豆の作物ごとに、BC 関数として（ 4 ）式、M 関数
として（ 6 ）式の推定を行った。対象期間は 1980 年から 2011 年までであり、時系列データ
を用いた生産関数による分析である。推定量としては OLS ではなく、プレイス・ウイン
ステン（Prais-Winsten）変換による一般化最小 2 乗法を用いた。OLS による推定ではダー
ビン=ワトソン比より系列相関の 1 回の系列相関が存在した可能性が生じたためである8。
標本数 n は 32 である。
　表 1 は BC 関数、表 2 は M 関数の推定結果を示している。BC 関数、M 関数ともに t 値
および決定係数が高く、自由度修正済み決定係数も高く、有効な結果が得られた。プレイ
ス・ウインステン変換による一般化最小 2 乗法によって系列相関の問題も回避された。




ついては平均で 40.8％の過剰労働力率となったが、南・小野（1977）では 1936 年から 40
年における日本の過剰労働力率の推定値は 43.8％であり、今回の大豆のケースと近い値と
なっている。小麦と粳米についても平均で 60％を超える高い値となっており過剰労働力












たとなることが 2004 年・2006 年・2007 年において見られたものの、2008 年以降におい
ては上昇傾向も見られる。











小麦 とうもろこし 大豆 粳米
係数 t 値 係数 t 値 係数 t 値 係数 t 値
定数項 2.531＊＊＊ 22.44 2.960＊＊＊ 53.83 2.220＊＊＊ 39.40 2.730＊＊＊ 28.25
γ 0.527＊＊＊ 11.59 0.474＊＊＊ 12.59 0.484＊＊＊ 13.87 0.496＊＊＊ 10.85
R2 0.709 0.807 0.818  0.7636
D.W 0.321 0.614 0.759 0.424
修正 D.W 値 1.895 2.144 2.132 2.131
表 1　BC生産関数の推定結果
小麦 とうもろこし 大豆 粳米
係数 t 値 係数 t 値 係数 t 値 係数 t 値
定数項 4.230＊＊＊ 26.05 4.983＊＊＊ 39.62 4.124＊＊＊ 67.39 5.252＊＊＊ 54.26
α 0.334＊＊＊  8.14 0.230＊＊＊  7.16 0.199＊＊＊  9.75 0.197＊＊＊  8.71
R2 0.933 0.978 0.826 0.974
D.W 0.792 0.635 1.514 0.826













物別に推定を行った。生産関数の推定は BC 関数、M 関数ともに一次同次制約下では自
由度が高いとはいえない対象期間を用いた時系列データであったが、パラメータの t 値も
表 3　過剰労働力率の推定結果
年 小麦 とうもろこし 大豆 粳米
1998 年 82.4％ 17.9％ 61.0％ 76.7％
1999 年 81.5％  6.3％ 29.5％ 76.3％
2000 年 86.6％ 36.4％ 47.3％ 83.0％
2001 年 84.8％ 18.7％ 54.2％ 75.6％
2002 年 87.0％ 14.8％ 24.9％ 80.2％
2003 年 83.8％ 10.7％ 14.4％ 69.5％
2004 年 59.2％ －9.7％ 12.1％ 39.5％
2005 年 73.1％  4.4％ 45.7％ 70.1％
2006 年 74.7％ －3.3％ 60.5％ 78.2％
2007 年 73.2％ －4.7％ 25.9％ 97.5％
2008 年 69.3％ 16.2％ 28.2％ 99.1％
2009 年 80.6％ 16.7％ 64.4％ 95.6％
2010 年 74.0％  6.4％ 48.1％ 65.4％
2011 年 75.7％ 14.7％ 51.9％ 66.4％
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